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序にかえて

滋野地区の圃場整備事業に伴い、塚穴・天神・鞍掛の三遺跡 と、東部高校が開校

六十周年記念事業として、校庭の拡張に伴 う舞台遺跡の緊急発掘調査をすることに

なり、町教育委員会はこの発掘調査 を「遺跡発掘調査団」に委託 し、団長五十嵐幹

雄氏 (第二次団長教育長)・ 調査主任塩入秀敏氏を中心にして、発掘調査 を完了す

ることができた。

このたび、この遺跡の発掘調査結果を塚穴・天神・鞍掛遺跡と、舞台遺跡の三分

冊の報告書にまとめ刊行することにした。

この報告書によれば、舞台遺跡は、求女沢川の形成する河岸段丘上に位置 し、遺

跡周辺はゆるやかな南斜面の台地 となっている。この遺跡からは、土疲・柱穴 (縄文

0弥生のもの O時代不明のもの)がかなり多く1発見された。更に中世以降のものと

思われる溝状遺構 をはじめ縄文・弥生時代の土器・平安・中世のものと思われる遺

物が多量に出土 した。

これらの遺構・遺物は、ともに鳥帽子山麓のれい明期解明の貴重な資料としても

役立ち、一帯の開発の歴史究明のための手がかりになると思 う。

このようにして遺跡の発掘は、充分にその目的がはたされ、所期の成果をあげる

ことができた。

発掘調査にご尽力いただいた団長五十嵐幹雄氏・調査主任塩入秀敏氏をはじめ調

査員堀田雄二氏・宮原洋子氏・西沢浩氏ほか調査団の方々に、またいろいろご便宜

をいただいた土地所有者のみなさんや、地元関係者の方々に厚 くお礼申しあげます。

昭和59年 3月 1日

東部町教育委員会教育長  /J刈木  1青美

」
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1。 本書は、昭和58年 に行なわれた長野県小県郡東部町所在の舞台遺跡の緊急、発掘

調査報告書である。

2。 本遺跡の発掘調査によって、コンテナ40箱 分にのぼる厖大な量の出土遺物があ

ったため、それらについて十分な検討を加えることができなかった。本書では、

資料の紹介に重点を置き、記述は最少限に止めることとした。

3.整理作業は、塩入秀敏の指導により西沢浩・堀田雄二 0宮原洋子・尾見智志 0

塩崎幸夫 0斉藤信子・渡辺待子・高藤』、じ江・土屋八百枝 0上 田東高校 日本史研

究班があたった。

4。 本書の編集は塩入秀敏 と堀田雄二が行ない、遺構および遺物の実測 0整図は塩

入秀敏・西沢浩・堀田雄二・宮原洋子 0西鳴 力・保坂富男 0尾見智志・塩崎幸

夫が分担して行なった。また執筆者はそれぞれ文末に記したとおりである。

5。 図中の北は磁北を示 し、レベルは各遺跡ごとにおけるベンチマークとの比高

(単位 :cm)を記した。遺跡のベンチマークの海抜高度は次のとおりである。

舞台遺跡…。
,・ 542.6m

6。 今年度実施された遺跡の発掘調査における遺物・実測図および写真は、東部町

教育委員会が全て保管している。

7。 石器類の石質・地層 (塚穴遺跡 )に ついては、赤塩一巳氏に鑑定していただいた。

8。 本書が上梓されるまでには、数多くの人々・諸機関から御協力を賜った。記し

て深 く感謝の意を表したい(敬称略 )。

森嶋 稔 。川上 元 。児玉卓文・森山公一 。長野県東信土地改良事務所・地元

圃場整備委員 0長野県小県東部高校 。東部町産業課

また、発掘調査に熱心に参加された作業員の皆様 0調査のスムーズな進行に御

協力をいただいた東部町教育委員会に感謝申し上げたい。

口
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第 査I章 舞台遺跡の調

第 1節 発掘調査の経過

舞台遺跡発掘調査 日誌

6月 9日 (本 )現 場へ器材を運搬、テント設営を行なう。調査の諸打ち合わせを行なう。

6月 10日 (金 )舞 台遺跡発掘調査開始:現況写真撮影。現場の草刈り作業を行なった後、調査

範囲の検討及び土層観察のため、試掘グリッドを設定し、掘 り上げる。

6月 11日 (土 )試 掘調査にもとづき、重機による表土除去作業を行なう。        .
6月 14日 (火 )鍬 入れ式を行なう。グリッド(3× 3m)を設定し、グリッド掘 り上げ作業に着

手する。

6月 17日 (金) グリッドを拡張する。遺構 (ピ ット・土獲)が多数検出される。

6月 20日 (月 )検 出された遺構 (主 に土壌)の写真撮影 を行なう。

6月 22日 (水 )遺 構掘 りに着手する。西南隅に土層観察のため トレンチを設定、掘 り上げる。

6月 25日 (土 )遺 構のセクション実測に着手する。

6月 27日 (月 )遺 構 の写真撮影 (セ クション及び完掘後)を 始める。

7月 2日 (土 )調 査区全体の平面実測を開始する。遺構掘 り上げ作業 も継続中。

7月 7日 (木 )調 査区全体の写真撮影 を行なう。

7月 8日 (金 )遺 構の再検討及び実測図の確認を行なう。写真撮影。

7月 9日 (土 )器 材撤収、ベンチ移動 を行なう。舞台遺跡発掘調査を終了する。

(宮 原洋子 )
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1.舞台遺跡 2.上権田遺跡 3.井高遺跡 4.山の越遺跡 5。 森下遺跡 6。 桃畑遺跡

7.鍛治屋遺跡 8.古賀礼遺跡 9.七 ッ石遺跡 10.石原田遺跡 11.大門田遺跡 12.長縄手遺跡

13.屋 敷遺跡 14.西五町遺跡 15.東五町遺跡 16.下河原遺跡 17.薬師遺跡 18。 針ノ木沢遺跡

19.伊勢原遺跡 20。 城ノ前遺跡

第 1図 遺跡の位置と周辺の遺跡
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第 2節 調 査 結 果

1 調査の概略

今回の調査は、東部高校グランド拡張工事に伴ない、緊急発掘調査を行ない記録保存をするこ

とを目的とするものである。

舞台遺跡は東部町県地区の舞台地籍にある。今回調査区域とされたのは東部高校北側にあたる。

グランドとは数mの段差をもって隣接しており、周辺の形状からみると、かつてはゆるやかな斜

面状を呈していたが、グランド造成に伴ないかなりの掘削が行なわれたと思われる。本遺跡は調

査区域南側地域にも広がりをみせていたとされるが、現在東部高校の敷地等としてその大半が失

なわれている。また調査区域北側の畑にも広がりをみせ、現在でも土器、石器等が表採される。

舞台遺跡の全体範囲からみると、今回の調査区域は遺跡の最北端と言えよう。

調査においては、縄文期から中
'世

に至るまでの広範な時期の遺物が得られ、また土疲、ピット

もかなり多く検出された。また集石遺構・溝状遺構・うね状遺構も検出された。時期的にもかな

りの幅をもち、また多種の遺構が検出されており本遺跡の特徴を知る上でも貴重な調査であった

と思われる。

次に土娠、ピットが検出されたのは遺跡西側部分に集中し、東側部分では集石や自然の流れ込

みと思われる石群がみられ、地続きながら大きな相違がみられた。

次に層位については、下記に地質層序の模式図を示した。これは トレンチー4を例にとったも

のであるが、遺跡検出面はⅢ層の上位部分にあたる。

I 灰褐色砂質層 (耕作工 )

H 黒褐色砂質層

Ⅲ 暗黄褐色砂質層

Ⅳ 黄褐色砂質層

I層

H層

Ⅲ層

Ⅳ層

第 2図 層序模式図
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2、 検出された遺構

本遺跡において検出された遺構 としては、 土疲28基・ピット324基・集石遺構 1基・溝状遺構

1基 。その他の遺構 として列石遺構 1基 。うね状遺構23基がみられた。

検出された遺構についての個々の説明を行なう前に、遺構検出状況等について説明を加えるこ

ととする。まず遺跡のほぼ中央部に北東側から南西側にかけて、幅約 3m内 外の未掘部分を残 し

た。これは排水管の埋設設備 とのことであった。この設備は 2枚 の畑のほぼ境に設置されたもの

であり、この西側部分 と東側部分 との遺構検出面の地質には相違がみられた。違構検出面は北か

ら南にゆるやかな傾斜面を呈 し、日当り良好な生活に適 した環境であったと推定される。西側部

分は黄色の火山灰土が堆積 し、やや地質は堅いものの遺構検出は比較的容易であった。これに対

し東側部分は発掘時においては畑 となっていたが、以前は水田として利用されていたとの話 もあ

り、地質等は西側部分 と地続きながら大きく異なっている。この土質は、いわゆる「こび」 と地

元の人の言う、細かい石 を多量に含み粘性の強い黒褐色土層であった。土が非常に堅 く、ガリガ

リであって、また黒褐色の土でもあ り遺構検出においては困難があった。以上のことから、本遺

跡における遺構のほとんどが、西側部分において検出されている。最後に、南隅にみられた大小

の礫群については、 トレンチによる観察によると、細かな石粒、砂粒等が礫群周辺および礫群下

に多量にみられ、自然の流れ込みによるものと考えられる。

(1)土墳 〔SK〕

土墳 としてとらえた遺構は31基 を数えた。しかしながら、当初土疲 としたもののピットとすべ

き遺構が 3基あり、これらについての説明は省略することとするので、土疲番号が一部欠如する

ことを予め記しておく。土獲は28基検出されたが、これらは隅丸方形、あるいは隅丸長方形を呈

するものが多く、また比較的大型のものである。

SK-01 (第 6図 )

グ リッ ドC-1に おいて検出された。プランは南北に 100 Cm、 東西に 90cmを 計 り、不整方形 を

呈する。壁は一様でなくグラダラと落ち込む部分と、やや急斜して落ち込む部分とがみられる。

また底部は水平ではな く凹凸が著 しい。本l」Lは一応土墳 としてとらえたが、耕作において何 らか

の形で形成されたものと考えられる。

SK-02 (第 5図 )

グリッドBoC-1～ 2に かけて検出された。プランは 290× 200 cmを 計 り、長方形 を呈する。

深さは約25Cmでぁる。底部はほぼ水平レベルであり、底面に60× 30Cmを 計る楕円形の凹みを有す

る。出土遺物は弥生土器片 1、 土師器片 2、 須恵器片 1、 土師質土器片 6がある。
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SK-03 (第 3図 )

グリッドB・ C-2～ 3に かけて検出された。プランは 290× 140 cmを 計 り、形状は隅丸長方

形を呈する。深さ約25Cmである。遺構内には、掘 り切 りからやや落ち込み 1段の平 らな部分をも

ち、そこから底部にかけてゆるやかに落ち込んでいく。この平 らな部分は比較的堅い。底部はや

や凹みのみられるものの、ほぼ水平レベルである。出土遺物には弥生土器片 1、 土師器片 1、 土

師質土器片 19、 陶器片 1がある。

SK-05 (第 3図 )

グリッドB-3に おいて検出された。プランは 220× 210 cmを 計 り、不整円形を呈する。深 さ

約15Cmで ぁる。東壁の一部は 2つ のピットにより切 られている。また遺構内には 30× 100 cmの範

囲で焼土が残されている。遺構内に焼土をもつ ものは本l■だけであるが、土墳内に炭化物を含む

ものが数基みられ、それらとの関連性も考えられる。出土遺物には縄文土器片 7、 石鏃未製品1、

完成品 1、 チップ、フレイクがみられ、土師器片、土師質土器片各2点みられた。土師器片等は

みられるものの、縄文期の遺構と思われる。

SK-06 (第 7図 )

グリッ ドC-3に おいて検 出された。プランは90× 60cmを 計 る。底部はほIF水平 レベルであり、

深 さ 5 Cm前後 と浅い。出土遺物はない。

SK-07 (第 7図 )

グ リッ ドD-3に おいて検 出された。プランは 180× 130 Cmの隅丸方形 を呈す。底部はほぼ水

平 レベルで、深 さ約 10Cmで ある。中央部に凹み をもつ。出土遺物はない。

SK-08(第 7図 )

グリッ ドD-4に おいて検 出された。プランは 120× 90cmの隅丸方形 を呈す。深 さ約 10Cm強で、

底部はほぼ水平 レベルである。出土遺物は弥生土器片 1点がある。

SK-09 (第 7図 )

グリッドC・ D-4に おいて検出された。プランは90× 60Cmの楕円形を呈す。深さは20cmであ

る。底部はゆるやかな凹み状を呈する。出土遺物は縄文土器片 1点がある。

SK-10 (第 3図 )

グリッ ドBoC-3～ 4に かけて検出された。長軸 250 Cm、 短軸は東側部分 で 130 Cm、 西 1員1部

分で90cmと な り鍵状 を呈す る。深 さは20cm弱 である。 また、遺構壁際に 2基の ビッ トを有す る。



SK-15
SK-07

SK-20

SK-07

灰褐色砂質層

褐色砂質層
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SK-21

1 灰褐色砂質層

Ⅱ 暗褐色砂質層

Ш 茶褐色粘質層

SK-19

灰褐色砂質層(耕作土混入)

SK-15

1 灰褐色砂質層

H 褐色砂質層

Ⅲ 暗褐色粘質層

I

SK-20         H
I 灰褐色砂質層(耕作土混入)

H 暗褐色砂質層

Ⅲ 茶褐色粘質層

SK-11

SK-11。 12

1 灰褐色砂質層

H 褐色砂質層

Ⅲ 黒掲色砂質層

Ⅳ 暗褐色砂質層

土壌実測図
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SK-17

1 灰褐色砂質層(〃1作土混入)

II 黒褐色砂質層

SK-21

第 4図
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SK-03

SK-10
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SK-02

1黄褐色砂質層

II褐 色砂質層

Ⅲ 黒褐色砂質層
SK-03

1黄褐色砂質層

II褐色砂質層

IH灰褐色砂質層(耕作土 )

SK-10

1灰褐色砂質層

II褐色砂質層

SK-05

1褐色砂質層

II茶褐色砂質層

HI暗褐色砂質層(炭・灰混入)

第 5図  土墳実 測図

-9-

0             2m

SK-13

1灰褐色砂質層(耕作土 )

II暗 褐色砂質層

IH茶褐色砂質層

Ⅳ 灰褐色砂質層

V暗褐色砂質j習 (炭・灰混入)

SK-28

1灰褐色砂質層(炭・灰混入 )

II灰黒褐色砂質層(炭混入。灰層)

IH茶褐色砂質層

Ⅳ 褐色層(プ ロック)

V灰黒褐色砂質層(炭・灰混入)



SK-27
才

SK-26 ―

　

・

SK-27 層序

I 灰褐色砂質層(耕作土 )

H 黒褐色砂質層

Ⅲ 褐色砂質層

Ⅳ 暗褐色砂質層

V 灰黒褐色粘質層

SXb-01

o              2nl

SXb-01

第 6図  土城・集石実測図
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特に北側のピットは遺構内に構築され、それを囲うように土疲の壁が形成されている。このピッ

トは深さ40Cmを 計る。出土遺物は土師器片 1、 土師質土器片 5がある。

SK-11、 12 (第 4図 )

グリッドB-4に おいて検出された。 SK-11と 12は切 り合い関係にあるが、その新旧は判明

しなかった。 SK-11は 160× 130 Cmを 計 り、底部はほぼ水平で深さ 5 Cmで ある。 SK-12は 90

×60Cmを 計 り、深さ30Cm弱 である。覆土内にはわずかながら骨片が存在 した。出土遺物は SK一

11が、縄文土器片 2、 土師質土器片 3、 SK-12が 、土師質土器片 1、 磨石 1で ある。

SK-13、 28 (第 5図 )

グリッドC-4～ 5に かけて検出された。 SK-13と 28は切 り合い関係にあるが、その新旧は

判明しなかった。 SK-13は 170× 160 cmの隅丸方形を呈す。底部はほぼ水平レベルで深さ30Cm

を計るが、南隅には底部に盛土を残 し凹み状の落ち込みを有する。また覆土内に比較的大きな骨

片が含まれ、炭化物がかなり混入している。 SK-28は直径60Cmの不整円形を呈する。深さ30cm

を計る。遺構内には 2基 のピット状の落ち込みを有 している。覆土には炭や灰が相当量含まれ、

また焼石 も多く含まれてお り、炉的な性格を有するものと思われる。出土遺物は SK-13が 、縄

文土器片 2、 フレイク 1、 弥生土器片 2、 土師器片 1、 土師質土器片 4、 SK-28が土師質土器

片 6がみられた。

SK-14 (第 7図 )

グリッドB-5に おいて検出された。

でやや浅 く、底部は 2段 となっている。

SK-15 (第 4図 )

グリッドBrc-5・ 6に かけて検出された。プランは 140× 90cmの隅丸長方形を呈す。底部

には北東部が平た く中位に残され、そこからさらに落ち込む。 1段 目が深さ約 15Cm、 最 も低い部

分で約40Cmである。また覆土にはわずかながら骨片が存在 した。出土遺物は縄文土器片 1、 土師

器片 2、 須恵器片 1、 土師質土器片 1があり、他にフレイク、磨石がみられた。

SK-16 (第 7図 )

グリッドB-6に おいて検出された。直径約 110 cmの 円形を呈する。東西の壁はピットにより

破壊されている。底部はほとんど水平レベルで、深さ20Cmを 計る。出土遺物は縄文土器片 1、 土

師質土器片 3がある。

プランは100× 80Cmの不整円形を呈する。深さ15Cm程度

出土遺物はない。



SK-17 (第 4図 )

グリッドB-7に おいて検出された。プランは 190× 110 cmの楕円形を呈する。底部はほとんど

水平レベルで、深さ30Cm弱 である。出土遺物は縄文土器片 2、 弥生土器片 3、 土師器片 1、 須恵

器片 2、 土師質土器片 6があり、他に石庖丁未製品、フレイクがある。

SK-18 (第 7図 )

グリッドB-5～ 6に かけて検出された。プランは 110.× 60Cmの楕円形を呈する。底部中央部

には直径40cmを 計る丸石が埋まっている。出土遺物はない。

SK-19 (第 4図 )

グリッドC・ D-6～ 7に かけて検出された。 プランは180× 150cmの 隅丸方形を呈する。 底部     ・

はなだらかな凹状 を呈 し、深さ15Cmを 計る。出土遺物は縄文土器片 3、 土師質土器片 1がある。

SK-20(第 4図 )

グリッドE-4～ 5に かけて検出された。プランは140× 70cmの 楕円形を呈する。底部はほぼ中

心部に埋まった丸石 を境 とし、南側がやや低 く段差をもって構築 されている。深さは南側が30Cm、

北側が20cmである。出土遺物はない。

SK-21 (第 4図 )

グリッドDoE-4～ 5に かけて検出された。 プランは170× 100cmの 楕円形を呈する。底音陶ま

やや傾斜はあるものの、ほぼ水平レベルである。また壁の下場は中心部のやや凹む、ひょうたん

状の形をもつ。深さは約25Cmである。出土遺物は縄文土器片 2、 打製石斧 1、 フレイクがある。

SK-24 (第 7図 )                                    °

グリッドF-3に おいて検出された。プランは70× 50cmの 長方形を呈する。底部はほぼ水平レベ

ルで、深さ 5 Cm前後 と非常に浅い。また、本址 を壊す形で 3基のピットが構築されている。出土     、

遺物はない。            '

SK-25 (第 7図 )

グリッドF-3に おいて検出された。プランについては、本址構築後のものと思われるピット3基

により、ほとんど壊されており不明である。底部は一部が残され、深さ5 Cmと 浅い。出土遺物はない。

SK-26 (第 6図 )

グリッドF・ G-3に おいて検出された。プランは長軸 400 cm、 短軸 130 Cmを 計 り、中央部が
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やや膨 らむ不整楕円形を呈する。底部は壁際からゆるやかに傾斜 し、ほぼ中心部で 1段低 くなる。

また遺構内に 5基のピットが構築されているが、本址に伴なうものではないと思われる。遺構内

には炭化物が混在 していた。出土遺物は縄文土器片 4がある。

SK-27 (第 6図 )

グリッドF・ G-2に おいて検出された。プランは 230× 120 cmの隅丸長方形に近い形状を呈

する。底音日ま壁際よりゆるやかに傾斜 し、中心部が 1段低い段差をもつ。深さは最低部で50Cm、 そ

の他は約20～ 30Cmである。出土遺物は縄文土器片 5、 弥生土器片 8、 他にフレイク、ピエス・エ

スキーユ (両極石器)がある。

SK-29(第 6図 )

グリッドD-5に おいて検出された。プランは 110× 70Cmの楕円形を呈する。底部はほぼ水平

レベルで深さ約30Cmである。出土遺物は縄文土器片 5がある。

SK-30 (第 6図 )

グリッドC-6に おいて検出された。プランは 210× 105 Cmを 計 り、中央部に膨らみをもつ不

整楕円形を呈する。底音陶ま中′由に 向かってゆるやかな傾斜をもち 3基のピットを有する。これらの

ピットは本址に伴なうものではないと思われる。出土遺物は縄文土器片、弥生土器片、土師器片、

須恵器片各 1点があ り、他にフレイクもみられる。

SK-31 (第 7図 )

本址は 2基 の土疲が切 り合い状態であったと思われるが、その新旧は不明であった。 ともに短

軸は 100 cm前後を計る。また一部は耕作により破壊されている。また底部はほぼ水平レベルであ

り、深さ10cm弱 である。出土遺物はない。

以上、土疲について個々に説明を加えたが、注意すべ き点についてまとめてお くこととする。

SK-02、 03、 10は それぞれ長軸が 275 Cm、 280 Cm、 250 Cmを 計 り、長方形に近い形状を示す。

また主軸は SK-02が N-1lL E、 03お よび10が N-19L Eに とり、ほぼ同方向を示 している。

また出土遺物はともに土師質土器を主体 としている′点においても、似通った様相 をみせている。

詳細は不明ながら、時期的にも、性質的にも類似性 を示 しているものと思われる。

SK-05については、本遺跡においては比較的大きな円形状を示 している。床面に焼土を残 し

てお り、出土遺物 も縄文期のものが多く、黒曜石製品あるいはチップ等が含まれている点につい

ても併せて注意 しておきたい。

SK-13は覆土に多くの炭化物および骨片が含まれている。出土遺物は広範な時期の土器が混
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在 し、直接的に時期比定することはできないが、土墳墓的可能性が高いと思われる。

SK-15、 20は 底部が平らではなく、段差をもって構築される。その意図は不明ながら、土疲

の性格を考える上で注意したい。特に SK-15は わずかながら骨片が含まれており、土獲墓的性

格をもつ ものかもしれない。

SK-07、 11、 17、 19、 21、 31は 長軸が 150 cm～ 180 cmほ どで、底部はほぼ水平レベルをもち、

形状は長方形を示す一群である。出土遺物については、全 く皆無のものもあり、また時期的なば

らつきをもっている。土壌の性格については不明な`点
が多い。

SK-06、 08、 09、 12、 14、 16、 18、 24、 25、 28、 29は 長軸 100 cm前後を計 り、長方形ないし

楕円形を示す一群である。これらは出土遺物は断片的であり、また全 く出土遺物のないものも多

い。しか しながら、SK-12は覆土内にわずかながらも骨片を含み、SK-28は覆土に炭や灰が

かなり多量に含まれ、また焼石 も多く含まれている。この 2基 については、他 と区別 してお く必

要があろうかと思われる。

SK-01、 26、 27、 30に ついては、平面形状が整然としていない一群である。出土遺物から土

漿構築期を比定できないものの、 SK-26、 27に は縄文期の遺物が比較的多く含まれている。 し

か しながら、これらも断片的資料であり詳細については不明と言わざるを得ない。

―

◎

―

No40

-く

)一

NQ82

ロ ー
No37

-① :―一　

　

一

翡
0                       2m

第 8図  ピッ ト実 測図
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(2) ピット 〔Pit〕 (第 8図 第1表 )

本遺跡において検出されたピットの総数は324基 を数える。これらについては第 1表に示 したと

お りである。表土「推」 とあるのは、ピット構築後に何 らかの形で一部が失なわれたものについ

て、推定を加えて示 したものである。

これらのビットは、遺跡西 1員l区域において大半が検出されている。

ピットの形状により分類を行なうと下記のとお りである。

円形 ピット (不整円形ピットを含む)     217基   67%

楕円形ピット (不整楕円形ピットを含む)    95基   29%

方形ピット                 12基   4%

次に、第 9図 にピットの形状および掘 り方による標準形を示 してみた。

No12は 円形ピットであり、このタイプが大半を占めている。

No16は 円形 ピットの底部 2段 おちタイプである。20基 を数える。

NQ59は 格円形ピットである。

NQ40は 楕円形 ピットの底部 2段 おちタイプである。 9基 を数える。

NQ82は 方形 ピットである。図示 しなかったが、方形 ピットの底部 2段 おちタイプが 2基みられた

が、NQ16の ように掘 り方が判然とせずわずかに認められる程度である。

NQ37は 掘 り方が垂直でなく斜め方向から掘 り込まれたタイプである。 4基 を数える。

次に第 8図は円形ピットの上場プラン (直径)と 深さとの関係を、該 当する数により図示 した

ものである。円形ピットは217基 を数えるが、深さの不明確なピットについては図からはずしたた

め、総数211基 となっている。これをみると、ややばらつきはみられるものの、上場プランの直径

15～ 30cmが 大半を占め、 また深さは 5～ 35cmま でが多く、中でも10～ 30cmま でが半数以上 を占め      ・

ている。一概にタイプ化することはできないと思うが、ピットのまとまり等を知る上で参考にな

ろうかと思われる。

これらのピットのほとんどにおいては、出土遺物はみられず、その構築時期は不詳な点が多い。

また、ピットのまとまりについても現在のところ、明確 となった部分はないが検出数も多いこと

から、資料的には良好なものと思われる。
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第 1表  ピット 集成表

グリット
フ

゜
フ

深  さ cm 形  状 佛i 考I tt* cm 下  場  Cm
1 B-1 9× 11 円 形

2 C-1 13× 15

3 8× 13 4

4 B-2 8× 10

6 9× 16 16(22) 2段おち
7 C-2 15× 40 10× 35 桁 円 形

43× 48 35× 40 5 方 形 it-26
9 16× 16 6 2段おち

C-3 5 円 形

B-3 20× 25 斜め棚 |)1入 み

C-3 推50× 30 推 25× 20 格 円 形 P it-05

な し 7 円 ナ形 SK-04
20(8) 40(50) 2段おち

8

推  15
30× 35 10× 20 桁 円 形

円 ,形

B-4 推 25 P it-06

C-4
27× 50 10× 40 格 円 形

円 形

A-5 40× 60 不整桁円形

20× 30 10× 桁 円 形
20× 30 10× 15

B-5 20(6× 9) 円 形 2段おち

C-5
18× 22

22× 28 桁 円 形

9× 16 円 斜 め掘 り込 み

23× 32 13× 20 惰 円 形

円 形

A-6 20× 30 15× 20(8) 22(34) 格 円 形 2段おち

円 り形

不整円形

円 ′形 P it-09

B-6 20× 32 13× 21 桁 円 形
円 形

16× 20(6× 9) 32(36)

C-6 引1  34

26× 35 15× 22 桁 円 形

円 形

21(8) 推 (33) 2段おち

13× 20 6× 11 推 18 格 円 形

円 形

引笙  20
) 推  27

B-7 30× 40 桁 円 形

C-7 35× 55 30× 48(12× 20) 5(14 2段おち

19× 24 P it-10

5 円 ,形

D-1
25× 47 10× 15, 13× 25 29, 39 不 整 桁 円形 rlt部段弄あり
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グリッド
フ

゜
フ

深  さ cm サ形 J大 備 考_L tk cm
-1. t* cm

D-1 円 ,形

E-1 9

P it-01

D-2 8

22× 28 桁 円 形

8 円 形

25× 33 15× 21 6 桁 円 形 P it-02

10× 15 円 形 斜 め掘 り込 み

9

29× 35 14× 25 6 桁 円 形

円 サ形

22× 30 桁 円 形

25× 43 15× 35

6 不 整桁 円形

22× 22 14× 14 方 形

円 形

22× 27 17(13) 4 方 形 2段おち
4ヽ 幣 円形

15× 20 オfi円 形

E-2 14× 18 8× 12 1ヽ 整 万 形 P it-3
11 円 り形

P it-04

18× 20

20× 30 12× 21 12, 18 桁 円 形 底部段差あり

10× 17 円

22× 32 10, 10 19. 17 桁 円 形 底部 段 差 あ り

円 形

4

4

20× 27 ↑告 円 形

円

35× 45 20, 20 9, 14 桁 円 形 底部段差あり

28× 33 19× 25 5 No103と 切 り合い

7 円 形

F-2 2

16× 21 7 桁 円 形 No106と 切 り合し

円 形

30× 37 不 整桁 円形

り形 P it-18
17× 23 ホ4:口1膨

推  34 り形

23× 26 11× 13 方 形

円 形

26× 33 21× 28 桁 円 形

円 ,形

D-3 20× 23 桁 円 形

円 チ形

H× 14 格 円 形

円 形

23× 30 桁 円 形

18× 23

9× 13 円 サ|サタ

23× 27 6 ) 桁 円 形 2段おち

125 17× 32 13× 18 2段お ち.斜 め 掘 り込 み

円 形

E-3 18(8) 2段おち

5

4
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グリット
フ

゜
フ ン i?Acm 形  状 考

_L  tt  cm 下 場 Cm

E-3 23× 33 16× 25 6 桁 円 J形

16× 24 7× 14

円 形

13× 18

18× 23 11× 15 桁 円 形

8 円 サ|リタ

35× 45 不 整桁 円形 P it-25

8× 12 円

22× 32 12× 20 格 円 形

27× 28 15× 20 方 ナ形

円 サ形

14× 34 11× 16 桁 円 形

円 り形

13× 18 6× 10 格 円 形

21× 28 14× 20

26× 36 15× 18

F-3 円 り形

15(5 推24(33) 2段お ち

26× 35 10× 16 桁 円 形

円 ナ形

5

引1  20
3 劇1  19

31× 39 桁 円 形

形

26(14) 22(37) 2段おち

D-4
17× 22 12× 15 桁 円 形

円 形

9

25× 34 16× 25 桁 円 形

E-4 28× 38 18× 30

9 円 ,形

7 9

28× 38 17× 23(5× H 29(42) 桁 円 形 2段おち

円

8

18× 23 桁 円 形

円 形

17× 35 9× 18 桁 円 形

7 円 り形

18(5× 13 11(19) 2段おち

28× 36 23× 30 桁 円 形

円 ナ形

引1  27

推  41

F-4 22× 30 12× 18 桁 円 形

形

不 整 円形

円 り形
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グリッド
プ

上 IIJ Cm l下 場 Cm
iftecm 形  状 考

・

F-4 32× 48 21× 40(12) 27(40) lff P]り F多 2段おち

円 形

18(7× 11) lt36(46) 2段おち

199 引1  32

12× 18 7× H 桁 円 形

円 形

21(8× 10) 6(10) 2段おち

D-5 15× 25 P it-08

7

10× 15

(32) P t-11 2段 おち

P -07 2段おち

E-5
15× 23 桁 円 形

円 形 SK-22
P it-14

9

P it-12 No248と り]り 合し

P it-13 No247と 切 り合し

8

222

223 6

14× 20 桁 円 形

円 形

227

228 28× 36 20× 27 桁 円 形

229 円 り形

F-5
231 20× 26 10× 18 桁 円 形

サ形

233 0

236

237

238 P it-17

18(26) 2段お ち

11

D-6 7 No245と 切 り合ヽ

246 E-6
E-5 推 26× 40 15× 32 桁 円 形 P it-13

16× 28 8× 13

F-7 8× 13 円 形

251 F-8 な し 円 I形

252 33× 40 16× 22 桁 円 J形

円 形

255 F-9

257 24× 28 桁 円 J形

G-2 29(37) 円 サ|リタ P it-20 2段 おち

259 20× 30 11× 19 5 x14) 13(19) 桁 円 形 P it-21 2段 おち
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グリッド
プ フ ン

深  さ cm 形  状 備 考上 場 cm 下 場 cm
260 G-2 20× 24 構 円 形

20× 30 9× 20
262 22× 26 P it-19
263 12× 14 it―

30(7 22(31) 円 ,形

265 13(8) 10(20) 2段おち
266

G-3
268 F-3 推 25

G-3 推 18
270 28(10) 7(23 2段おち

272 12× 18 6 桁 円 形
273 5× 10 不整円形

18× 25 10× 16 不 整 格 円 形

15× 20 10× 13

円 形
277 H-3 12× 17 4× H 引1  16 桁 円 形
278 21× 27 16× 22 引1  39
279 20× 24 推  20 不 整 桁 円 形

23× 29 16× 21(6) 推18(29) 桁 円 形 2段おち
I-3 引圭  45 円 形

282 推 12× 27 推 6× 17 引1  36 桁 円 形
283 16(6) 22(43) 円 形 2段おち

G-4
286 P it-27

288 21× 26 14× 19 引1  32 方 形
6(4) 推  23 円 形 2段おち

推  22
25× 25 17× 17 引笙  25 方 形

292 20× 26 引1  29 桁 円 形
22× 35 15× 22 引1  22 方 形

H-4 6× 10 引笙  20 円 形

25× 30 15× 20 引1  24 惰 円 形 P it-23
296

円 形
297

I-4 引1  29 P it-24
299 25× 28 18× 19 推  47 方 形

300 16× 22 9× 15 桁 円 形
G-5 16× 22 7× 10 引1  26

10× 14 割1  22
4 推 27 円 形

オ性  24
H-5 22× 30 15× 18 引1  33 楕 円 形
I-5 33× 46 26× 38 推 27

307 G-7 6 円 形

H-7 30× 50 18× 38 楕 円 形
16× 25 10× 22

I-7 44× 44 32× 32 不整方形
12× 19 楕 円 形

円 形
G-8 1 33× 43 14× 30 12,15 1 桁 円 形 | 底部段差あり

3151 25× 31 _16× 21(3)| lf(27) | 2段おち
3161 r2x20 | 7× 15

| |

3171 H-8
|

25(3)| 15 ( 18)          | 円  形
|
2段おち

3181 24× 31 構 円 形

里91 |
28  1 17

| 円 形
3201

311 49× 78 42× 59
| 不整格円形 |

3221 C-9 1 18  1 8  1
| 円 形

3231
|

| |
|

3241
|

16(71 1 15125)| 2段おち
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(3)集石遺構 〔SXb-01〕 (第 6図 )

グリッドG-9～ H-9に かけて検出された。集石に使われた石は、大小さまざまの丸石がほ

とんどである。石は長軸 240 cm、 短軸 140 Cmの範囲内に入り組んだ状態で
｀
並らべられている。集

石の下部には、長軸 160 Cm、 短軸 140 Cmの隅丸方形を呈する土疲が構築されている。底部はほぼ

水平レベルで、石は底部にくい込んではいない。おそらく地面を掘 り凹めた中に石を組む形で構

築したものと思われる。また、遺構に直接的に結びつ くと思われる遺物はなく、時期、性格につ

いては不明である。

に)溝状遺構 〔SD-22〕 (第 10図 )

発掘時において、本址は後述するうね状遺構と同種のものとしてとらえたが、遺構幅、深さ等

がそれらと異なるため、溝状遺構とすることとした。本址はグリッドI-8～ 9に かけて検出さ

れた。方位はN-309-Eに とる。_L場幅は最長 135 Cm、 最短 100 cmを 言十るものの、↓ユIF平イテにIFH

り込まれている。また、底部は北から南方向にかけてほとんど同一レベルで構築されている。本

坦L南イ員1は 、遺構検出面との差があまりみられず途中において検出できなかった。

遺構内出土の遺物は、縄文土器片、弥生土器片、土師器片、土師質土器片が混在し、直接的に

時期を比定できる遺物はなかった。

(5)そ の他の遺構

①  うね状遺構 〔U-10～ 21〕 (第 10図 、第11図 )

うね状遺構は調査区域西 1員1部分において、その大半が検出され東4員 1部分に 2基みられた。遺構

はまとまりをみせている。それぞれの幅は50Cm内 外の大きさをもち、隣接する遺構 とわずか離れ

て構築されるのが基本的形 と思われる。底部はほぼ平 らで、北から南にかけわずかながらの傾斜

をみせる。方位はいずれもN-45生 Eを とる。出土遺物は、縄文期から中世に至るまでの土器が

混在 し、まとまりはない。詳細な時期は不明である。いずれにしても、本址は時期的にはほぼ同

時期に構築された、農業耕作llLと してとらえることができよう。

② 列石遺構 〔sx― ol〕 (発掘区全体図参照 )

調査区域東側の部分のグリッドF-8、 F-9、 E-10に かけて検出された。長さは北東から

南西にかけ約 8mに 及んでいる。本址は西 1員 1と 東側の畑の境界付近に構築されてお り、土地の境

石 と思われ、現代のものとしてとらえた。

-23-



＼

‐
，

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

Ｕ
・
０‐

一蟷

‐̈

A              A′

B            B′

C                  C′

o               2nl

SD-22

o         2nl

うね状遺構
-9-

診

＼
第10図  うね状遺構実測図

-24-



θ

Ｏ

　

ο)

◎

釉
鮮
ツ

β
川
υ

0  0

⑫

%

第11図  うね状遺構実測図

-25-



3、 出土 した遺物

(1)縄文時代の遺物

① 縄文式土器 (第 12図～第16図 )

本遺跡出土の縄文式土器は、量的には大きな比重を占めてはいるものの、ほとんどが小破片であ

る。それ故、明確な時期区分を行なうことは難か しく、特に縄文のみが施 されている土器などは

それだけでは極めて難かしいことである。土器の出土状況もいわゆるセットとしてとらえること

ができなかったために、共存関係等によって時期 をとらえることもできなかった。よって分類に

おいては、主体的に施される文様によることとし、さらに施文手法、胎土、成形等 も加味 しなが

ら、大きく6群に分類 し説明を加えることとする。文様による分類のため時期 を異とするものが

混在 していることを予め明記 しておきたい。また各群においても、施文手法、成形等によリグル

ープ化できるものは、その都度説明を加えることとする。また遺構内出土のものは、量的にはそ

れ程多くはないのでグリッド出土土器 とあわせて分類 した。遺構内出土土器はその都度記するこ

ととしたい。

第 1群の土器 (第 12図 1～ 28 第13図 29～ 33)

集合する条線の施 される土器を一括することとする。

まず28は 出土 した縄文式土器の中でも比較的良 く接合 したものである。Pit-05内 出土である。

底部直径約66mmを 計 り、底部からゆるやかに外反する器形 となる。胎土には黒雲母、極細砂粒 を

含みやや器面がざらつ く。色調は淡赤褐色を呈する。施文は 7条前後の沈線が集合 し、胴部は左

右に斜行する事により菱形状を作 り出している。底部直上には、一部 とざれはするが 5～ 6条 の

横位に巡る集合する条線がみられる。この土器 とほぼ同種の施文の行なわれているのが、 1～ 25

までである。これらの土器は28と 同種の胎土をもつが、器面は比較的滑らかなものが多い。色調は

灰色がかった淡赤褐色 と淡赤褐色のものとがみられる。施文は横位に巡る集合条線を主 とするも

の (1ほ か )、 斜行する集合条線を主 とするもの (22)、 またはその両者の併用されるもの (6)、

曲線的な集合条線の施されるもの (23)な どがある。これらの施文は28に みられる様に、 1個体

の中において斜行する条線 と横位に巡る条線 とが併用されるのが一般的であろうか と思われる。

また、集合する条線が全面に施 されるのでなく、間隔を保って施されると思われるもの(2ほ か )

また条線のない部分に縄文の施 されるもの (15)な どもある。 4、 13は P it-22、 18は SK-15、

23は SK-11内 の出土である。

次に、26、 27は 前記 とやや様相を異にするものである。 ともに条線がやや間隔を保って施文さ

れている。また斜行する条線が交錯 している。26は SK-09内 出土であり、胎土、色調、器厚な

どは前記の土器群に類似 している。27は 器厚10mm前後を計 り、前記の土器群よりも厚い。施文は

かなり力強 く、深い沈線であり、その沈線が平行に施 されていない部分がみられる。29～ 33も 前
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記の土器群 (1～ 25)と はやや様相 を異とする一群である。これらは胎土に黒雲母、細砂粒 を多

く含むものの焼成よく堅緻な土器である。器厚はおおよそ10mm前後を計 り、色調は淡赤褐色を呈

する。29、 30は 4～ 6条 の沈線が 1単位 をなして斜行する形で施 される。沈線の施文は、あまり

力強 くなく不明瞭な部分 もみられる。以上 2片 は同一個体か と思われる。31は 口縁部破片である。

口縁部直下からほぼ等間隔をもって、横位に巡る沈線が施される。32、 33は 胴部破片であるが、

ともに斜行する沈線が施されている。

第 2群の土器 (第 13図 34～ 57)

沈線文の施 される土器を一括することとする。

本群に含まれる土器は沈線がその主要施文 となるが、それぞれに同一性はあまりみられない。

34は 沈線によって区画された内側に、左右に斜行する沈線が交錯 している。胎土に金雲母 を多量

に含み、暗褐色を呈する。35は 口縁部破片である。日縁部の一部が山形に隆起 し、その部分が肥

厚 している。おそらく楕円状の沈線 とその内側に斜行する沈線が施されると思われるが、全体の

文様構成は不明である。胎土に金雲母、黒雲母、石英粒、細石粒を多く含み粗い。色調は暗褐色

を呈する。37は 沈線による区画をもち、その内側に垂下する沈線 と間隔を保って隆帯 をもつ。

胎土に金雲母を多量に含み、暗赤褐色を呈する。38は 口縁部破片であり、日唇部が山形に隆起す

る。その直下に円形刺突文をもつ。胎土に黒雲母 をわずかに含み、焼成よく堅緻な土器である。

39～ 51は ほとんどが横位に巡る数条の沈線が施されるものである。41、 43は 斜行する沈線文の施

されるものである。これらの土器は、胎土、色調、施文手法等にほとんど共通性はみとめられな

い。52は 垂下する直線と斜行する沈線の組み合わせによる文様構成をとると思われる。53は 底部

破片であり、底部直上に数条の沈線が巡らされている。55は 左に斜行するやや長めの沈線 と、そ

の間を結ぶように右に斜行する短かめの沈線 とによって文様を構成 している。56、 57は 胎土に細

石粒を多く含み赤褐色を呈するが、胎土、色調 とも酷似 してお り同一個体かもしれない。

41は SK-27、 49は SK-15、 51は SK-26内 の出土である。

第 3群の土器 (第 14図 58～ 82)

刻み目文あるいは刺突文の施される土器を一括することとする。

本群の土器の大まかな共通点は、 2条 ないし数条の沈線が施 され、その間に半裁竹管の使用さ

れたと思われる爪形の刺突、円形の刺突、あるいは直線的な刻み目の施されるものがある。量的

には爪形の刺突の施されるものが主体を占めている。また沈線の施文は、曲線的に施されるもの、

直線的に横位に施 されるもの、あるいは斜行するもの等がみられる。またこれらの土器は、一概

には言えないものの、胎土に細石粒を 多く含んでお り、器面の粗いものが多くみられる。色調は

赤褐色、淡赤褐色、暗赤褐色を呈するなどさまざまである。以下に特徴的なものをみることとす

る。58は 口縁部破片であり、日唇部には蛇行する隆帯が施 されている。施文は 2個 1対 と思われ
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る竹管使用の円形刺突と曲線的な沈線間に施 された刺突とがみられる。62は 上下平行に半円の 2

条の刺突が並 んでいる。 この種が最 も多い。 68は 口縁部破片である。 横位に巡る刺突文 と斜行

する刺突文 とが併用されている。81は この 1′点のみ他 と異なり、刺突が連続せずに間隔を保って

施 されていると思われる。刺突の施される部分を予め隆起させ、そのほぼ中心部に円形刺突が施

されている。82は 底部破片である。底部直上に 2条 の刻み目文の列が平行 して施 されている。 2

条の刻み目は上が右下が り、下が左下が りと異なっている。

60は SK-05、 69は SK-21、 76は SK-27内 の出土である。

第 4群の土器 (第 14図 83～ 87 第15図 88799)

隆帯文の施 される土器を一括することとする。

本群の土器は大きく2つ に大別することができ、その 1つ は比較的良好な胎土をもち、また細

い隆帯文の施されているもの (第 14図 83～ 87 第15図 88～ 95)と 、もう 1つは胎土が粗.く 太い隆

帯文の施されているもの (第 15図 96～ 99)と がある。

前者についてみていくと、83は 口縁部片であり、 2条平行する隆帯 とそれを上下に結ぶように

隆帯が施され、その隆帯上に斜めに刻み目文が施 されている。85は 斜行する隆帯が 3条みられる。

87は 口縁部破片である。日縁部から頸部にかけて外反し、頸部から「 く」の字形に屈曲する。そ

の頸部に隆帯が施 され、一部上下 2条 に分かれてぃる。また口縁部に 1個の穿孔がみられる。こ

の上器は胎土、成形が非常に精練され、頸部には朱塗 りがみられる。器形、成形等から特殊な機

能を有 していたことが推定される。90は 地文にわずかながらも縄文が認められる。

84は SXb-02、 88は SK-13、 92は SK-29、 94は P it-25内 の出土である。

次に大い隆帯をもつ ものである。これに含まれるのは 4点のみである。96、 97、 98は 大い隆帯

上に、おそらく指頭圧痕 と思われる刺突が施されている。また99は 口縁部の外4員 1が隆起 し、その

下側が三角形状に削 りとられている。さらにその下には 3条の沈線がみられる。施文手法は前記

3点 と異なるものの、おそらく同種の土器 と思われる。これらの土器は胎土に黒雲母、石英粒、

細石粒 を多く含み、器面が非常に粗い。

第 5群の土器 (第 15図 100～ 108)

精製土器・注目土器・口縁部突起を一括することとする。

本群は胎土の比較的精練された黒色研磨の精製土器および注口土器、日縁部突起をまとめたが、

第 1群～第 4群および第 6群については、その主体的な施文手法を分類基準 とした′点と矛盾する

が、本群の土器はほぼ時期 を同じくするものであり、また出土数 も少なかったため、本群に一括

したことを予め明記 したい。

100～ 103は 深鉢の精製土器である。これらはいずれも横位に巡る沈線をもち、その間を結ぶ

ように斜めに短かい沈線が施されている。 100は 口縁部破片であ り、口唇部には刻み目文を有す
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る。また口縁部内4員 |は 断面山形に肥厚する。本例および 101は 口縁部からゆるやかに内彎する器

形をとると思われる。102は SK-05 103は SK-21内の出土である。

次に 104～ 106は 注口土器の胴部片である。いずれも平行する数条の細い沈線を有 している。

106は 深鉢 でみられたような施文 も併用されている。いずれも器厚4 mm程度で薄 く、胎土にはや

や細石粒を含み粗い。色調は暗灰色を呈する。 107は 注目土器の注口部であるが、本点 1点 のみ

の出土である。施文は全 く行なわれていない。胎土には細石粒を多く含み粗い。色調は淡赤褐色

を呈する。 108は 口縁部突起であり、本点 1点のみの出土である。胎土、成形は非常に良好で あ

る。

第 6群の土器 (第 15図 109～ 115 第16図 116～ 138)

縄文を主文様 とする土器を一括することとする。

縄文を主文様 とする土器については、時期的な幅があると考えられるが、時期的にも、機能・

形態等についても、類似性があると思われる場合には、その都度説明を加えることとする。

109、  110は 月台土に繊維を含む土器である。 109は 施文が舌し雑 であり不明瞭であるが、 LR縄 文

とRL縄文 とがみられる。以上 2′点は胎土に石英粒、黒雲母をやや多く含み、暗褐色を呈する。

111～ 114は胎土に繊維は含んでいないものの、胎土、色調等は前記 2点 に似る。施文は RL縄

文を主体 とし、羽状構成はとらないらしい。また 112に は穿孔がみられる。これらは成形がて い

ねいで、内面はなで成形がなされてお り滑らかである。第60図 116～ 122は 縄文が羽状構成をと

るものである。羽状構成が整ったものと不明瞭なものとがある。

116は 施文がていねいに行なわれているものである。 LR縄文 とRL縄文 とが結束されて羽状構

成をとる部分 もみられるが、結束のない部分 もあるらしい。胎土には黒雲母、細石粒 を含むもの

の焼成よく堅緻 な土器である。色調は暗灰色を呈する。 117も 116と 同様の文様構成をもち、胎

土、色調等 も類似 し、ともに器厚5 mm強 を計る。同一個体かもしれない。 118は 比較的太い縄文

原体により羽状構成をとる。器厚 12mmを 計 り、同種の中では厚い。胎土、焼成はよく非常に堅緻 な

土器である。色調は暗赤褐色を呈する。 121は 2種の縄文原体が非常に粗雑に施されてお り、明

瞭な羽状構成をとっていない。 123～ 128は 無節縄文の施される一群である:123は 断続的に横

位に巡る沈線が施 され、その間に縄文が施 される。 124と 127は 2本の組文原体 を結束 して羽状

構成をとるらしいが、施文が弱 くやや不明瞭である。また、 129は 縄文原体 を結節 し回転施文が

なされているが、縄文施文が弱 く一部にのみ縄文が認められる。 130～ 134は 口縁部片、底部 片

または施文に特徴のある土器を図示 した。 130、 131は 口縁部片である。 130は施文がやや不明

瞭ながら、LR縄文が施 され、 131は 力強 くRL縄文が施 されている。 132は 底部直上である。

縄文施文はやや条の整わない部分がみられ、無文部分が残されている。 133は 楕円状の沈線区画

と2条 の垂下する沈線がみられ、地文には RL縄文が施 されている。 134は 2条 の平行沈線がほ

ぼ横位に巡るものと、斜行するものとがみられる。地文にはRL縄文 とLR縄文の 2種がみられ
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る。 135～ 138は 比較的大きな胴部破片である。いずれも器厚が10mm～ 15mmを 計 り、大型の土器

と思われる。また胎土も石英粒、黒雲母、細石粒を多量に含み粗い土器である。器面がざらつい

ているためか、施文の一部が不明瞭となるところがある。色調は 135、 136が淡赤褐色、137、 138

が赤褐色を呈する。

119は P it-05、 125は SK-05、 132は SK-27内 の出土である。

以上本遺跡出土の縄文式上器について説明を加えてきたが、ノ
lヽ破片が多く時期区分においても

不明瞭な点が多々みられた。また出土状況も広範囲に亘っており、特徴をとらえることも困難で

ある。しかしながら、第 1群に分類したもののうち多くは、繊細な集合条線をもち、前期後半期

に位置する、諸磯系土器の特徴をよく表わしており、量的にも多く良好な資料と言えよう。

次に第 3群に分類した爪形文、刺突文については、いずれも小破片が多くその全容を知ることは

できないが、かなりまとまりをもっており第 1群土器との関連も考慮に入れ注意しておきたい。

第 5群に分類した後期の土器も出土数は少ないながらも良好な土器がみられた。また後期におい

て特徴的となる、精製土器と粗製土器の関係では、無文粗製土器はほとんどみられなかったもの

の、第 4群 とした隆帯文を有する土器群の中にはやや胎土の粗い粗製土器的なものも含まれてお

り、両者の関連性についても考慮しておきたい。次に第 6群 とした縄文を主体 とする土器群につ

いては、わずかながらも前期特有の繊維を含む土器もあり、また縄文施文に特徴をもつものも多

く良好な資料と言えよう。 (西 沢 浩 )

② 石 器 (第 17図～第20図 )

舞台遺跡では、縄文時代に属すると思われる石器が 382点 出土 した。そのほとんどが、石鏃・

石錐などを製作する際に出るフレイク・チップ類で、全体の 7割強を占めている。また、図示 し

得なかった石器の中にも興味深い石器がいくつかある。本来ならば、当然上記の石器 も含めて、

総合的に分析を行なわなければならないのであるが、ここではあえて図示 した30点の分析のみを

試みることとする。

尖頭器 (第 17図 1)

尖頭器の基部破片が 1′点出土 している。丁寧な押圧争J離が施されてお り、縄文時代の一般的な

尖頭器 とは異質である。また、基部のみの小片であるため、多少無理はあるが、推定全長は少な

くとも8～ 10Cm程 はあるものと思われる。以上のことから、この尖頭器は、旧石器時代終末期か

ら縄文時代草創期にかけて製作・使用された神子柴型尖頭器であると考えられる。地形的にも、

この種の石器が出土 している他の遺跡 と共通点が多く、何 ら問題はないとのことである (森嶋稔

氏の御教示による )。 かつて出場 。上の原遺跡において、同様な石器が 1′点採集されてお り、東部

町内で 2例 日であり、発掘調査によって出土 した遺物の中では、最 も古い段階に位置づけられる。
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石鏃 (第 17図 2～ 11)

10点 図示 した。 2～ 9は無茎石鏃で、いずれも黒曜石製である。有茎石鏃である10は 頁岩製・

11は チャー ト製である。無茎・有茎の違いによって石材の選択がなされるのではなく、時代差で

茎の有無 (形態)が規定され、それに付随 して石材の選択がなされるのであろう。

2～ 4は 、極めて小形の石鏃である。重さも0.2～ 0.4gと 軽量で、特に 2は本当にアローヘ ッド

として機能 したのか疑間を感 じる。 2・ 3の扶 りは、比較的深いのに対 し、 4は 明瞭ではなく、

平基に近い。 5～ 7は 、幅広で両側縁が弧を描いてお り、前期によく現われる形態である。なお、

5は薄い剥片を素材 として、縁辺のみを調整 した無茎平基石鏃である。 8は 、先端が左側に曲が

った不格好な石鏃である。 9は 、基部を欠 くが、無茎であったように思われる。加工は丁寧で、

薄 く仕上げられている。10は 、均整のとれた有茎石鏃である。後期に属すると思われる。11は 、

大形有茎石鏃である。調整は数多く施されているが、やや雑な印象を受ける。本例 もやは り後期

に属するものであろう。

ピエス・エスキーユ (第 18図 12～ 16)

対峙する縁辺に連続的な打撃痕が残されているものを一括 した。 5点 とも黒曜石製である。

12は 、断面が紡錘形を呈する典型的なピエス・エスキーユである。『つぶれ』は、上が線状で

あるのに対 し、下は 5 mm四 方の面全体である。13は 、小形ではあるが、争J離がかなり進行 した好

例である。『つぶれ』は上下共線状である。 14・ 15016は 、縦長の素材を用いてお り、断面は紡

錘形を呈 していない。『つぶれ』の範囲・剥離の数 ともにあまり顕著ではない。なお、16の 左側

縁には、著 しい刃こぼれが看取された。

石錐 (第 18図 17～ 20)

17～ 19の 3点 は、つまみ部を意識的に作 り出している。いずれも錐部断面は円形に近 く、錐部

先端を欠 く19以 外は、先端から l Cm以内の箇所に使用痕が認められる。20は 、錐部の作出を二方

向から行なってお り、断面は三角形に近い。つまみ部は、錐部を作出することによって、結果的

に生 じたようなあ り方を示す。雑な作 りの完全品なのか、未製品であるのか不明である:

石核状石器 (第 18図 21)

1点のみの出土である。二枚剥離面打面で、前回のみで剥離を行なっている。打面角は約70度

をなしている。景J離面長は最大でも 2 cmで 、この石核から得 られた景J片 は 5 mm乃 至は l cm前後の

小片である。このことから、石核 とはせずにあえて石核状石器 としたのである。

争J片 (第 18図 22)

最初に記したとお り、出土石器の大半が剥片類であるが、その 1割弱に使用痕 。加工痕が認め
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られた。22は その好例で、裏面下部に加工痕・正面右側縁全体に使用痕が認められる。

打製石斧 (第 19図 23・ 24)

小片を含めて 6点出土しているが、そのうち最も遺存状態が良好な 2点 を図示した。23は 、斧

頭部破片であるが、短冊形を呈するものと思われる。正面に大きく自然面を残している。24は 、

小形で短冊形を呈する。正面刃部付近に磨耗痕が認められる。

敲石 (第 19図 25・ 26)

25は 、凹石を転用したもので、上下・左側縁に敲打痕が認められる。26は 上下に敲打痕が認め

られる。磨石としても使用されたようである。

磨石 (第 19図 27・ 28、 第20図 29)

27・ 28は 、大形で細長い礫を、29は やや小ぶ りの礫を用いている。 3点 とも正裏両面に著 しい

磨耗痕が認められる。

石錘 (第 20図30)

上部に数回に及ぶ打ち欠きがあり、下部に二箇所磨耗による凹みが作出されている。都合三箇

所の紐推卜けがあり、特異な形態の石錘である。                (堀 田雄二 )

③ 土製円板 (第 20図 35)

本遺跡においては、唯一点の出土である。内面に 2条 の平行沈線がみられ、外面は無文となる。

側面はやや粗雑ながら、研磨 した痕がみられる。胎土には黒雲母 を多量に含み器面は粗い。色調

は暗赤褐色を呈する。                            (西 沢 浩 )
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器 種 出土地′点 石  材 長  さ 幅 厚 さ 重量 残 存 状 態 備 考

尖 頭 器 D-8 黒曜石 (2.0) (2.9) 基部のみ

石 鏃 D-7 〃 片脚部欠損
正 面 一 部 に 自 然

面

〃 G-7 〃 (1.2)
先端 部 ・ 片 脚
部 欠 損

〃 SK-03 〃 1.65 (1.25) 片脚部欠損

F-5 (1.7) 0.25 先端部欠損

〃 P it-28 (2.2) 0.45 1.1
先端 音卜・ 片 r.ll

部 欠 損
正 而 一 部 に 自然
面

P it-13 2.05 (1.3)
縁側

損

片

欠
片 脚 音:

未製品か

H-8 (2.5) 1.55 0.55 先端 音卜・ リキ1則 剖
欠損

裏 rli―
―音卜ιこ畦l然

:百 :

SD-09 (1.9) (1.1) 基部欠損

〃 F-4 頁 岩 2.3 0.45 完 形

SD-22 チャー ト (4.2) 先端部・茎欠損

b"ra .

rX+-r- SK-13 黒曜石 完  形
正 而 一 部 に節 理
面

SK-27 〃 1.2

SD-22 〃 2.0

〃 〃
裏 面 一 部 に 自然
面

P it-13 〃 2.3 1.25 使用痕あり

石 錐 B-3 2.95 両 面 一 部 に節 理
面

I-10 チャート 3.55 (2.1)
つ まみ 部 ― 部
欠損

H-10 黒曜石 (3.1) 錐部欠損 裏 面 一 部 に 節 理
面

G-8 3.15 完  形

石核状石器 P it-28 2.3 1.35 裏 面 一 部 に 節 理
面

景J 片 SK-05 〃 2.3 3.7
力rl E痕・使 用痕 あ り
正 面 一 部 に節 理 面

打 製 石 斧 D-9 (7.7) (5.2) 刃部 欠損
FLl面 ――音卜0こ l三:然
面

H-7 斧頭部欠損 労1:肩麟耗農Fmi。

敲 石 F-2 13.8 完 形 凹石を転用

SK-12 11.5 3.7 表 裏 に磨 耗 痕 あ
:)

磨 石 SD-22 11.7

Pit-16 ・15.3

P it-7 14.3 745

石 錘 SD-18 2.2

石 庖 丁 SK-17 (2.8) (4.95) 2/3残 存
未 製 品:(刃 部 未

作出 )

砥 石 P it-25 (6.2) (4.3)
'キ

側 率及・下 音6
欠損 5面 を使用

石 鉢 E-9 安山岩 鉢部一部のみ 34と 同一個体

G-8 脚部一部のみ 33と 同一個体

第 2表 舞台遺跡出土石器観察表

単位はCmぉ ょび g

()内 数値は現存値
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(2)弥生時代の遺物

① 弥生式土器 (第 22・ 23図 )

出土量は多くない。殆んどが遺跡全域の包含層よりの出土で、遺構出土のものとしては、第13・

27号土獲 (SK-13・ 27)及 び第19・ 26号 ピット (P it 19。 26)よ り僅かにあるにすぎない。いず

れも小破片で全器形を知 り得るものはないが、壺 。甕・鉢 。高lfNがあり、甑はここに分類 してよ

いか否か判然としない点があるものの、他の出土遺物 との関係で所属させるべ き時期がないので

一応弥生式土器とした。 備える特徴から殆んどが後期後半の箱清水式期に属するものである。

壺i(第 22図 17～ 19)

出土量中に占める割合が著 しく低 く、小破片が数点出土 しているのみである。図示 した 3点は

全て櫛描きのT字文が施された頸部から肩部にかけての破片で、幅約 2 mmと 約 1.5 mmの 2種類の

櫛歯状施文具が認められるが、その単位数は不明である。施文部 と無文部の境に径約 3 mmの孔を

有するもの 1点 (18)がある。

褻 (第 22図 1～ 16)

全出土数の内殆んどがこの甕の破片である。図示 したものは櫛描 き波状文あるいは簾状文、又

はその両方を有するもので、口縁部から頸部・体部の破片である。日縁部形態には、直線的に開

くものと、外反して開 くものの二通 りがある。波状文は幅約1.5mmの 細密なものと、約 2 mmの粗 大

なもの、及びその中間的なものの 3種類が存在 し、中間的なものが最 も多い。また、整えられた

施文は多くなく、雑なものが多い。簾状文は多連止めの一般的なものである。

鉢

内外面赤色塗彩された底部破片で、底部形5.OCmを はかり、 稽外反気味に立ち上がる。

高17N(第 23図 4・ 5)

第27号土漿 (SK-27)と 第26号 ピット (P it 26)よ り各 1点ずつ出土 した。いずれ も17b部 と

脚部の接合部に当たるもので、外面全面 と不部内面に赤色塗彩が施されている。脚部はスカー ト

状に開き、三角形透 し孔をもつ ものであろう。第27号土壌出土のもの (4)は 、特に精選された

良質粘土を用いている。

甑 (第 23図 2・ 3)

底部破片で、 1孔のもの (2)と 多孔のもの (3)と がある。 1孔のものは、底部径 5.2 Cmを

はか り、孔径3.0～ 1.8Cmの ロー ト状の孔を底部中央にもつ。内面は底面 と孔部の境が不明瞭、体

部内面が際立った屈曲をすることなく孔につながっている。多孔のものは、底部径 6.7 Cmで 内湾

しながら立ち上がる器形を示 し、径約 4 mmの小了しが不規則にいくつも穿たれるものである。精製

粘土を使用 し胎土良好であるが、外面は熱のため荒れている。          (塩 入秀敏 )

② 石 器 (第 20図 31)

石庖丁未製品が 1′点出土 している。孔の一部が認められ、位置からして一孔の可能性が高い。
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(3)歴史時代の遺物

① 土師器 (第 23図 6)

17N(第 54図 6)

内面炭素吸着処理・研磨された内黒17N底 部で、回転糸切 りされた底部は径 6.5 Cmを はかる。全

器形は不明だが、一応10～ 11世紀に位置づけられるものであろう。

② 須恵器 (第 23図 7～ 13)

杯 (第 23図 7～ 9)

3点 を図示できた。いずれも底部を欠く。日径13.5～ 14Cmの ものと12cmの ものとがある。体部

外傾度は45° ～50° で、大小にかかわらず統一がみられる。

蓋:(第 23図 10011)

頂部つまみを欠いているが、偏平なつまみを有するものであろう。内面にかえりがな く、天丼

部から直角に折れ曲がる口縁部が鋭い嘴状を呈するものである。

壷i(第 23図 12・ 14)

小型の壺 2点がある。12は 高台が付き体部が張る器形であるが、体部上半より上 を欠 く。胎土

は精選 された良質のものである。14は 円筒状 を呈する体部をもつ壺の底部破片である。あるいは

瓶 と称すべ きものかもしれない。

③ 土師質土器 (第 24図 16～ 23)

いわゆるカワラケの類 と内耳土器の出土があった。所属時期 としては15～ 16世紀まで
｀
下るもの

と思われる。

カワラケ (第 24図 16～ 20)

口径11.OCm～ 12.5Cmの 大型のものと、7.5Cm～ 9.Ocmの小型のものとに分類できる。大型のもの

は、土師器不 と混同じがちなものも存在する。 しか し、全体に器肉が厚 く、器高が低いのが特徴

である。胎土は特に良質でなく、砂粒や極小石粒を含む。小型のものは精製された良質胎土の場

合が多く、体部が内彎し、口唇部は丸まる形状が普遍的である。第 6号溝址 (SD-6)出 土の

もの (16)だけ若干厚手である。片口を有するもの (19)は第13号土墳 (SK-13)出 土で、日

径 10Cm、 底径6.2Cmを はかり、逆笠形に直線的に開 く。内面に油煤が付着 し、他のいくつかのカワ

ラケ同様に灯明皿 として使用されたものと考えられるが、片口をもつ点 と全体の形状 とで若千異

質である。

内耳土器 (第 24図 23)

第22号溝址 (SD-22)A区 より出上 した。日径33.4cm、 平縁で 2ヶ の吊手 (内 耳 )を有 し、

極小粒子を含む砂っぽい胎土の、ごく一般的な内耳土器である。内面が薄茶褐色、外面が煤けた

灰黒褐色を呈するのも普通である。
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④ 陶磁器 (第 24図 24・ 25)

常滑焼大甕底部 2点 を除き、いずれも小破片で図示できないが、中世後半から近世にかけての

陶器 。磁器類が出土している。常滑焼の大甕破片は明るい褐色を呈し、吹き出し釉の白い斑′点が

多く見られる。底径17Cmと 18Cmの 2点がある。

⑤ 灰釉陶器 (第 23図 13・ 15)

大小の壺の底部破片が出土 した。 2点 とも高台をもち、15は 底径12Cmで尖った高台を、13は 8

Cmで面取 りされた高台が付けられている。東濃地方の産品であろう。      (塩 入秀敏 )

⑥ 石器 (20図 32～ 34)

砥石と石鉢が出土している。砥石は、凝灰岩製の仕上げ砥石で、欠損の為不明な一面を除いた

全ての面を使用している。かなり使い込まれたようである。P it-25よ り出土した。

石鉢は、同一個体と思われる鉢部と脚部の破片がそれぞれE-9区 とG-8区 より出土した。

安山岩製で、内 。外面とも丁寧に仕上げられている。用途は不明であるが、内面には使用の為生

じたと思われる磨耗痕が看取される。

⑦ 古銭 (第 21図 。第3表)  ,
舞台遺跡では、 9枚の古銭が出土しているが、

いずれもグリッド出土で、遺構との関連1生は把握

できなかった。しかし、磨滅等によって文字判読

が不可能であった 3枚 を除いて、すべて唐 。宋銭

である′点は興味深い。これらは、経済活動が盛ん

になった平安時代末期から中世にかけて、中国か

ら大量に輸入されて国内で使用されたものである。

が、そのうちでも本遺跡から出土した『開元通宝』

・『皇宋通宝』・『元豊通宝』などは、とくに数多

く流通していたようである。かつて発掘調査された加沢の善福寺遺跡では、一括出土した82枚 (21

種類)の うち上記 3種類で約 4割 を占めており、また上田市塩尻の出土銭においても同様の傾向

が認められており、該期における当地方の貨幣流通の様子を垣間見ることができよう。

なお、本遺跡付近に中世の館があったという伝承があるが、これらの古銭がそれと直接関係が

あるかどうかは不明である。 (堀 田雄二 )

申
1

一嚇

5                   6

0                        5 Cm

第21図  古銭拓影



第 3表 舞台遺跡出土の古銭一覧表

図

Ｍ
古 銭 名 年  号 (時代 ) 西 暦

土
点

出
地 備 考

1 開 元 通 宝 武 徳 四 年(唐 ) 621 C-7 輪の一部欠損

(皇 )宋 通 宝 宝 元 二 年 (1ヒ宋 ) 1039

不   明 2に 付着の為詳細不明

元 豊 (通 )宝 一九 菫
ユ 年 間 (北 宋 ) 1078～ 1085 A-5

元(豊 )(通 )宝 It till\''/ E-2

元豊 (通 )(宝 ) tt (n ) 拓本なし

(聖 )(宋 )元宝 建中靖国元年 (〃 ) 1101 C-9

不   明 I-8

C-1
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第24図  土師質土器 。陶磁器
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第 3節 考察とまとめ

本遺跡において検出された遺構は土壌 とピットがかなりの数にのぼ り、それらの検討について

は現在のところ不十分 と言わざるを得ない。特に、ピットについては総数が 3242き を数 えながら

も、まとまりが明らかとなったものは全 くない。ピット状のものは、おそらく配列遺構 としてと

らえるべきものが存在 しているのではないかと思われるが、出土遺物による検討 も難 しく、また

ピットの形状・プラン等による検討 も難 しい面が残 り、今後の検討にまたれる部分が多い。次に

土娠についてであるが、土娠 も数は多いものの性格不明のものが多い。 しかし土壌の中にも、プ

ラン・主軸方位あるいは出土遺物により類似性のみられるものもある。これらは構築時期や土抜

の性格の類似 したものととらえられよう。しか しながら、出土遺物は明確な時期比定の材料 とな

るものが乏 しい実情でもある。また、土壌 とピットが切 り合い状況にあって、出土遺物の時期の

異なるものの混在する部分が多々みられた。その他の土披には、覆土内に炭化物を多量に含むも

のや、骨片の混入する土獲 もみられた。骨片についての分析は今のところされておらず、今後の

検討にまたれるところである。いずれにしても、これらは土墳墓 としての可能性の高いものとと

らえることができよう。その他の遺構 として、溝状遺構・集石遺構 。うね状遺構がみられたが、

これらについては時期の比定 も不明確であり、不明な部分が多いと言わざるを得ない。

次に出土遺物についてみると、縄文時代から弥生時代、平安時代 を経て中世に至るまで、幅広

い時代の遺物が出土 している。縄文時代のものとしては、前期の諸磯系土器が多く、中期 。後期

の土器 も数は多くないものの出土している。弥生時代は、箱清水式土器が主体を占めている。土

師器・須恵器については、概ね10～ 11世紀に含まれるものと思われる。その後、14～ 16世紀に含

まれると思われる± 1市質土器があり、中でも完形の灯明皿[がいくつかみられ、また内耳土器 と思

われる土器、あるいは常滑系統の陶器も混入している。しかしながら、これらの土器は小破片が

多く、また遺構 と直接的に結びつ く遺物 も少ないのが実情であった。

以上大雑把に遺構および遺物についてみてきたが、土壌については時期不明なものが多いもの

の、縄文期 と平安期のものが主体 を占めているのではないか と思われる。ピットについては時期

の知れるものは僅かであるが、縄文土器のやや まとまりをみせ るもの、弥生箱清水期の高杯の一

部が出土 しているもの、また完形の灯明皿の出土 しているものもあり、かなり幅の広い構築時期

をみることができる。またグリッド内出土土器をみると、わずかの深さの覆土内に異時期の土器

が混在 している状況もあり、何 らかの形での流れ込みもあったのではないか と考えられた。調査

区域北 4員 1に も遺跡が続いている点も併せて注意 しておきたい。

いずれにしても、数多くの遺構および遺物が今調査において発見され、本遺跡の性格を知る上

で重要な資料 となろう。
(五十嵐 幹 雄 )
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あ とが き

東部町における昭和58年度の埋蔵文化財発掘調査は、塚穴遺跡・舞台遺跡・鞍推卜す董跡 。天神遺

跡 。成立遺跡の 5遺跡について行われた。これらは全て記録保存を前提にした緊急、発掘調査であ

る。このうち、成立遺跡は 2年度にわたる範囲確認調査の初年度であり、報告は完成年度に行 う

ことになっているので、ここでは塚穴遺跡以下の 4遺跡について調査結果の報告 をするものであ

る。

調査の結果は、遺跡毎に独 自の性格を有しているが、縄文時代創草期から近世に至 るまで、非

常に長年月及び多岐にわたるものであ り、東部町の歴史を解明してゆ くには欠かすことの出来な

い資料を提供することになった。特に塚穴遺跡の縄文時代前期土器は、東部町 としてはまとまっ

た好資料である。

いずれにしても、まだ肌寒さを感 じる頃から炎暑の夏、そして秋風の吹 く季節まで、労をいと

わずi菫 日地味な作業にご苦労頂いた作業員の皆さんには本当に感謝申し上げる。このような人々

の努力の中から埋蔵文化財保護の気運 も芽生えて くるものであろう。また、土地所有者の方々、

束信土地改良事務所 。役場農政課をはじめ多くの関係者から好意的なご協力を1易 った。文末では

あるが、報告書の上梓に当り記 して深甚なる感謝の意を表 したい。 (塩入秀敏 )

舞 台 遺 跡

―緊急発掘調査報告書―
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